
主
恒
輔
本
加
剛
近
注
面
門
軍
治

E
、
注
釘
を
相
応
茸
と
い
・、，

で
さ
る
よ
と
は
.
克
正
ヒ
年
に

J
E
n掛
か
ら
鏑
木
右

一
自
主
は
孟
ご
聞
に
常
・

1
1孟
一
升
を
訂
正
と
い
ふ

カ
ウ
リ
ヤ
マ

z
f
z
モ
y

a岡
山
助
右
薗
門

居

た
。
抽
出
占
は
俗
的
そ
兵
衛
尉
緊
日
と
い
ひ
、
自
慢
助

-
衛
門
に
典
へ
た
円
以
の
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

一
は
、
銭
十
世
入
を
一
犯
と
い
ひ
た
る
上
り
起
る
。
却
民
は
小
泉
助
省
出
門
町
立
で
、
部
内
御
担
に
仕

へ
、
世

次
郎
内
姉
到
と
L
て
、
~
向
~
伐
と
喰
う
た
が
、
文

涜

し

鏑
木
氏
に
於
い
て
布
衛
門
と
m
す
る
も
の
は
、

は
、
円
〈ヨ
J
釦
-
U
脱
却
の
辿
附
L
た
頃
川
川
円
で
将

一
に
川
凶
向
で
到
し
た
o
肋
れ
街
門
寛
永
十
-
年
・
主
忠

則
七

4
凶
月
斗
t
一=
HH
械
を
焔
子
布
衛
門
附
捺
川
に
説

-

は

お
術
門
火
夫
出
単
一べ

一

いは
右
衛
門
抑
制
旬
で
っ
た
も
の
で
、
知
凶
ι
l
=
一
匁
や
知
一
校
と
い
か
は
、

兵
衛
の
必
知
h
'
U
討
を
明

hf、」
1
-
一作
例
郊
一
ナ
布
術

り
、
次川力百円
-M
紫
行
法
。
円
前
一
と
H
ハに
辿
如
内
弟
子

-20州
告
に
一
『
一
子
あ
っ
て
、
刊
誌
本
立
の
併
と

一
〕
鋭
一
放
の
ハ
川
口
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
公

一
門

2
2り
、
主
部
門
が
十
七
午
切
阪
を
命
ぜ

と
な
り
、
石
川
市
川
川
郷
に
阿
佐
L
、
文
泊
四
年
以
一
な
っ
た

f
汽
E
、
次
は
-
大
正
六
年
越
前
揃
披
川
に
峨
定
比
率
で
あ
る
が
、
加
即
日
滞
で
は
文
政
以
降
鋭
札
キ
一

一
ら
れ
た
際
、
そ
の
釘
た
る
故
を
以
て
泌
出
す
る
苫
で

月
什
v
h
u
叙
し
た
O

山
内
仲
間
の
純
子
に
総

f
が
あ
る

↑
波
し
た
裂
と
し
、
一
一
一
は
制
御
耐
と
m
し
た
。
然
ら
ば

一
袋
行
L
た
後
の
取
引
は
、
多
〈
正
刊
献
で
は
な
〈
、
こ

一
あ
っ
た
が
、
ほ
の
放
闘
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
o
後
W
H

と
o
こ
れ
は
州
判
記
の
印
刷
崎
一
に
あ
る
か
ら
-ル
否
は
利

一
夫
U
七
年
封
勝
に
よ
っ
て
右
術
門
と
呼
ば
れ
た
精

一
の
不
換
紙
幣
に
よ
る
刑
訴
で
あ
っ
た
か
ら
、
限
伐
と

一
文
七
年
結
巾
境
闘
脱
出
市
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
七
十
H

叫
に

ら
ぬ
。

一
は
、
制
相
官
そ
術
い
て
他
に
求
め
る
こ
と
を
得
ぬ
o
制

一
の
交
換
制
制
婦
は
時
三
位
向
し
た
o

一
し
て
免
除
、
元
政
十
一
年
二
月
十
日
九
十
五
円
併
を
以

カ
ブ
ラ
キ
ヨ
リ
ノ
ブ

鏑
木
和
信
泌
桝
右
術
門

一
併
が
泌
併
の
ぬ
に
刀
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
之
に

一
〈=一
U

本
位
貨
幣
|
加
賀
滞
の
泌
貨
は
腿
M
H
の
頃
よ
り

一
て
波
し
、
そ
の
友
は
山
口
氷
川
年
十
月
イ
市
同
山
一一一
成

財
υ
鏑
木
右
術
門
大
夫
人
氾
市
部
の
子
。
天
正
凶
作

一
依
っ
て
揃

N
Eあ
ろ
。

一
多
〈
鋭
貨
を
周
ひ
、
次
い
で
注
文
七
年
に
京
り
綜
山
川

一
で
逝
去
し
た
と
い
ふ
。

金
柑
附
御
切
の
七
単
一
二
一
川
駅
川
が
上
杉
漏
れ
と
和
せ
ん

一

ヵ
ブ
ワ
ケ

株
分

J
カ
ブ
ヨ
セ
株
中
日
。
一
の
貨
幣
を
周
ひ
た
後
に
於
い

て
も
、
諸
色
刷
裂
は
智

一

カ
ホ
ウ

J
9
ス
リ

家
法
の
護
加
れ
部
℃
は
武

と
す
る
に
m
b
、
制
信
は
之
に
反
射
し
て
怖
に
持
紋

一

カ
へ
イ

貨融市

ハ
己
日
開
H
M
|
加
れ
」
怖
の
金
銀
貸

一
銀
本
依
で
、
銭
を
補
助
質
問
山
と
し
た
。
こ
の
勤
に
於

一
士
の
家
に
、
家
法
と
m
L
、
泌
仰
の
部
剤
中
一
制
作
し

せ
ら
れ
ん
と
す
る
や
、
加
れ
佑
二
捕
の
一
段
は
入
対

一
怖
は
、
刑
川
利
家
が
川
時
限
努
苦
の
お
寸
前
に
倣
ひ
、

一
い
て
は
、
他
滞
の
金
伐
を
本
位
と
す
る
も
の
と
会
〈

一
て
所
聖
人
に
分
県
版
託
し
た
。
そ
の
出
向
な
の
は
、

H
一
日
泌
消
L
て
、
之
を
本
即
時
の
的
行
ド
間
刑
郎

一
代
幣
製
造
内
叩
坊
に
判
明
越
し
た
後
阪
周
助
を
制
ひ

一
趣
を
拠
に
し
て
ゐ
た
。

一
多
れ
の
脳
出
九
・
花
川
の
瓜
京
刈
・
架
川
の
山
蛇
散

-K

卿
法川
附
に
阪
へ
た
o
h
年
九

M
誠
伺

七同地
械
を
陥

-
得
、
別
に
矢
川
明
剖
中
日
制
苅
と
し
た
に
起
る
と
い
は

一

カ
へ
シ
プ

逗
歩

l
ハ
タ
ナ
ホ
シ
シ
ン
カ
イ

一
坂
の
一郎
抗
の
部
・
小
林
の
金
山
川
知
-
一副
川
の
榊
紋
九
・

れ、

次
い
で
七
同
世
教
彼
せ
ん
が
錦
加
れ
に
U
N

人
し

一
れ
る
o
そ
の
後
利
以
・利作山
の
間
に
も
亦
前
々
の
金
制

一
一
則
直
新
開
。

一
熊
谷
の
議
山
保
荒
川
・
税
聞
の
つ
き
日
の
部
・神
的
制

た
鈴
川
市
在
地
熊
せ
ん
と
し
て
、
岡
ト
し
の
注
先
づ
m
-
代
幣
そ
詰
っ
た
が
、
前
代
綱
紀
の
覧
文
七
年
、
税
の

一

カ
へ
チ

替
地

滞
政
均
時
、
村
方
が
隣
村
と
地

↑
喉
風
の
架
・
一品
川
の
耐
苅
の
議
・
村
川
の
五
存山内
・甲

信
の
松
任
械
を
附
ん
だ
が
、
似
信
は
附
制
限
活
だ
力
め

一
製
芯
L
た
る
刊
H
m
迎
用
売
禁
止
L
、
漸
次
川和附
の
も
一
元
を
交
換
す
る
を
料
地
と
い
ひ
、
耐
村
鮒
鈴
綜
し
て

一
川
の
や
付
ど
誌
な
ど
で
あ
九
。

て山村
ロ割に
M旧
る
を
得
な
か
っ
た
。
謙
信
は
伐
に
久
L

一
の
と
交
換
す
べ
き
命
を
ド
し
た
。
凡
そ
此
の
聞
に
於

一
地
跡
に
原
初
な
き
時
、
一京
市酬の
上
向
歩
数
を
交
換
せ

一

カ
ホ
ウ

J
Z
ヤ

加

費

宮

川

出
自
は
加
賀
糾
耐

き
に
紗
る
の
不
利
青
山
中
り
‘

一
市山町
内
地
を
胤
(
へ
る

一
け
る
笠
間
の
年
一一
純
な
り
し
こ
と
は
、
近
隣
守
震
の
金

一
ん
と
出
闘
す
る
時
に
治
さ
れ
る
O

世
相
し
地
味
相
手
L

一
と
も
い
ふ
o
能
来
初
な
る
陥
一
山
村
に
在
っ
た
o
白
山

保
刊
で
和
ゃ
ん
附
し
た
り

c、
酬
明
伺
之
晴
名
れ
、
家
同

一
印
刷
倒
的
に
取
げ
た
る
酬
置
い
n
=
十
治
的
内、

二
十
二

一

Z
Z均
し
く
な
い
が
、
牧
一
似
の
川
川
が
防
じ
い
と
い
↑
犯
に
叶
坂
ド
巾
有
&
一
ヨ
子

-一
百々

O

次
有
伐
利
一何一

山
知
お
い
む
を
泊
は
し
て
訓
討
に
射
せ
し
め
、
減
併
は

一
日叫が

加
山HW仰
の
も
の
な
る
こ
と
や
v
Uて
も
知
ら
れ

一
ふ
の
で
料
地
を
出
削
L
て
も
併
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
加一
首
附
押
ザ
バ
M
山
口
阪
府
池
山
oh
と
い
ひ
、
式
内
等
…
的

そ
九
を
騎
う
て
一
知
万
を
附
っ
た
o
叫
に
し
て
緑
川
川

る
。
ま
た
森
川
干
次
の
V
H
せ
る
三
州
代
代
鈴
に
は
、

一

カ
ヘ
モ
ン

替
紋

定
紋
に
到
し
て
、
幾
分
そ
の

ふ
制
犯
に
な
山
氏
自
刑
制
。

山
内
山
地
松
村
釘
一
怯
o
m

は
岡
山
川
崎
し
た
か
ら
、
誕
伐
も
亦
七
陪
に
削
っ
た
ω
こ
こ
の
様
の
も
の
な
り
と
悦
定
L
得
べ
き
も
の
四
十
八

一
形
式
を
時
間
じ
、
又
は
全
然
鈍
な
る
も
そ
の
家
に
出
問

一
副

加
邦
銀

一一一川
ω
加
れ
閉
山
に
闘
す

一
る
純
々
の
し
剛
氏
を
記
す
。
文
巾
に
殺
が
副
首
川
四
郎

カ
ホ
ウ
目
安

力
フ
ー
ー
力
ホ
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三


